
Japan Society for Atmospheric Environment

NII-Electronic Library Service

Japan 　Sooiety 　for 　Atmospherio 　Environment

P・47

遺伝子 発現による植物の ス トレス 診断は どこ まで 出来るか ？
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【は じめ に】オ ゾ ン の 植生に対す る影 響 を把握す るために、親 しみやす い 園 芸植物 で あると共 に鋭敏なオ ゾ

ン の 指標植物で あるアサガオ を用 い て、遺伝子発 現によ っ てオ ゾ ン ス トレ ス を診断す る手法 の 開発 を行 っ て

きた 。
こ れ ま で に、野外 で 生 育させ た ア サガオ葉にお い て 、環境 中 の オ ゾ ン に暴露 され た際 の 防御 系遺伝 子

の 発現誘導が確認 され 、こ の ス トレ ス 診 断手法 の有効性 が示唆され て い る。現在 ま で に得 られ たデ
ー

タか ら

実 際 の ス トレ ス 診 断 へ の 適用 につ い て 検討 して い る。

【材料 と方 法】2010年 ま で と同 様 に 、2011年 も 国 環研 で 系統 維 持 して い る ア サガ オ （品 種 ス カ ーレ ッ トオ ハ

ラ）の 種子 を用 い 、各研究機 関の 場内で 概ね 5 月中旬か ら生育させ た．6 月に オ ゾ ン に よ る 可視障害が出現

する前の葉 （無傷葉）、7、8 月 に オ ゾ ン に よ る可視障害が 出現 した 直後の 葉 （被害葉）、及 び そ の際に被害が

出現 しなか っ た葉 （無被害葉）を採集 し試料 と した。露地栽培の ほ か 、オ
ープ ン トッ プチ ャ ン バ ー （OTC ： 浄

化 フ ィ ル タ
ー

付 （CF ）／無 （NF ）、及び環境濃度 の 15 倍 オゾ ン 添加）内で栽培 した試料も採集 した （埼玉

県）。試料 か ら抽出 した RNA を用 い て 逆転写反応 を行 っ た後、フ ェ ニ ル ア ラニ ン ア ン モ ニ ア リア
ーゼ （PAL）、

グル タ チ オ ン ーS・トラ ン ス フ ェ ラ
ーゼ （GS7）、デ ヒ ドロ ア ス コ ル ビ ン 酸 レ ダ ク タ

ーゼ （DHAR ）、乾燥耐性遺伝

子 （DREB ）及 び 対照 とな る ア ク チ ン の各遺伝子 の 特異プ ラ イ マ ーを用 い て PCR を行 い 、そ れ ぞれ の 遺伝子

発現量 を調 べ た。PCR 産物を電気泳動 した後、画像解析 ソ フ トImage　J に よる発 現量の 数値化 を行 い 、ア ク

チ ン に対す る 他 の 遺伝 子 の 相対 発 現量 の 値を得た 。 さらに 、無傷葉採取 後 1 日 以 内 に 被 害葉 ・無被害葉採取

を行 っ た地 点 で は 、 無傷葉 の 発 現量 の 平均値に 対す る被害葉 ・無被害葉 の 各遺伝 子 の 発現量 の 値を得た 。

【結果 と考察】各防御系遺伝子 の 相対発 現量 と葉 の オ ゾ ン 被害状況 との 関係 の 例 を図 1 に示す。こ れ まで の

結果と合わせ 、PAL で は高 オゾ ン 濃度 時 の 無被害葉で の 発 現が調査年 、調査 地によ らず 有意に 高い こ とが示

され、PAL の発現に よるア サガオ の 野外に お ける オ ゾ ン ス トレ ス 診断 の 有効性が確認 された。
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方、被害葉

で は被害の 影響に よ り遺伝子発現 が却 っ て 抑制 され る場合が ある と推察され た 。他 の 遺伝子 で は 、オ ゾ ン に

よ る発現誘 導 に 調査 地等 の 条件に よ る ば ら つ き が み ら れ 、野外 に お け る ス ト レ ス 診断 に 用 い る に は オ ゾ ン 以

外 の 要因 も考慮す る必要 があ る可能性 が考えられた。

　今 後 は、酸化還 元物 質であ るア ス コ ル ビ ン 酸含量 の 測定 と合わせ た ス トレ ス 診断 の 検討や 、遺伝子発 現 を

用 い た オ ゾ ン ス トレ ス 診断 の 他 の 植物種 への 適用 を行 う予定で ある、さらに 、低線量環境放射線 の 植物影響

評価 を視野 に入れ、こ の ス トレ ス 診 断法 の 他 の ス トレ ス 要因 へ の 応用 を は か りた い 。

図 1 野外 ア サ ガオ 試料に お ける防御系遺伝子 の 相対発現量 。 各地 の 各遺伝子 の 無傷葉に お け る発 現量 の 平

均値 を 1 と した。加須市の 無傷葉は OTC −CF の 2 試料を用 い 、そ の 他は 全 て 3 試料を用 い た 。 垂直線は SE 。
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